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成　果
　2021年「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」が日
本で5番目の世界自然遺産に登録されました。島で進化を遂
げた固有の生物種は、環境改変や外来種の侵入に脆弱です。
そこで、遺産登録地の固有種や希少種の保全のための森林生
態系管理手法を主に沖縄島北部「やんばる」で研究しました。

■ �絶滅が危惧される固有種の生息における
　老齢林の役割
　日本国内で最も絶滅が危惧されている哺乳類の一種であ
るオキナワトゲネズミの生息地はやんばるの西銘岳周辺に
限られていましたが、調査の結果、米軍北部訓練場返還地内
の老齢林で分布を回復していることが確認できました。さ
らに、伊部岳周辺の老齢林で繁殖・定着の兆候が確認され、
市民の協力を得て行った調査によって個体数の変動にはス
ダジイ堅果の豊凶が影響していることが明らかになりまし
た。また、ノグチゲラ、ヤンバルテナガコガネやケナガネズ
ミにとって樹洞が重要です。そこで樹木の樹洞保有率を調
べた結果、老齢林のイスノキやスダジイの大径木に大型の
樹洞が多いことが明らかとなりました（図１）。イスノキは、
着生ランであるオキナワセッコクの着生木としても重要で
あることがわかりました。

■ 外来動物による固有種の捕食
　上述のノグチゲラは地上でも生活するキツツキで、やん
ばるには他に日本で唯一の飛べない野鳥ヤンバルクイナ、
渡りを行わず一年中やんばるの森に留まる固有鳥類ホント
ウアカヒゲが生息します。調査の結果、侵略的外来種フイ
リマングースが、飛べないヤンバルクイナだけではなく、ノ
グチゲラやホントウアカヒゲにも悪影響を与えていること
がわかりました。そして、マングース防除事業により、これ

沖縄島北部「やんばるの森」の
生物多様性を保全・回復させる

ら3種すべてが回復傾向にあることを確認しました（図２）
　さらに、オキナワトゲネズミやヤンバルクイナは、ネコに
よる捕食被害を多く受けていました。徳之島での調査の結
果、ネコは人の与えるペットフードに依存しつつ、さらに遺
産登録地内にも侵入し固有の動物を捕食していることが明
らかとなりました（図３）。

■ 遺産登録地における森林生態系の管理手法
　以上の結果を踏まえ、固有種の分布回復のため回廊の設
定を提案し、モニタリング体制を構築しました。また、老齢
林や大径木・樹洞木を残すことが重要で、とくに大径のイス
ノキの生育する原生的な老齢林は厳正に保護する必要があ
ります。さらに、マングースの沖縄島全域からの排除、里に
おけるネコの適正飼養など、遺産登録地における固有種の
捕食被害対策が重要です。
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界自然遺産「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」には希少かつ固有の生物種が生息しています。最も絶滅が
危惧されるオキナワトゲネズミの分布は、島の最北部のまとまった老齢林とその周辺に限られていましたが、米軍 

北部訓練場返還地内の老齢林で分布を回復していました。老齢林に多い大径木は、その他の希少な哺乳類、昆虫類、鳥類
が利用する樹洞を提供し、また、着生ランの生育場所となっていました。固有種の鳥類を捕食する外来種のマングース
の防除事業が進んだ結果、それらの鳥類の分布が回復してきた一方、野ネコが遺産登録地内の動物を捕食していました。 
これらの結果を踏まえ、固有種の分布回復のため回廊設定を提案し、外来種の対策の重要性を示しました。
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図1　�やんばるの森のスダジイやイスノキの大径木は樹洞の保有率が高く、絶滅危惧種ヤンバルテナガコガネやケナガネズミ、ノ
グチゲラの重要な繁殖木として利用されます。また、イスノキの大径木は、オキナワセッコクの着生木としても重要です。
(Takashima et al. 2021より改変)

図2　�やんばるにおける固有鳥類ヤンバルクイナ、ノグチゲラ、ホントウアカヒゲの2007年と2019年の分布。2007年に北部まで
侵入していたフイリマングースの防除対策が進み、3種すべてが回復傾向を見せ始めました。マングースの密度指標として 
１日に100個のわなで捕獲された数（CPUE）を用いました。

図3　人が餌を与えるネコが遺産登録地内で希少種の動物を捕食していることがわかりました。
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